
「また来てね」と名残惜し「また来てね」と名残惜しくく
　１０月２０日、大沢保育園（川端紀子園長・園児５２人）の
年長児１３人がグループホームまぶるを訪問し、歌や八木
節などの踊りを披露しました。帰り際、利用者の皆さん
は園児たちと握手しながら「また来てね」と目を細め、
いつまでも別れを惜しんでいました。
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一般会計
平成1９年度町一般会計

決

算

　
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
決
算
が
、

１９

９
月
　
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
第
３
回

２２

10

１０

町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
納

め
た
税
金
な
ど
が
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ど
の
よ
う
な

事
業
に
使
わ
れ
た
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
歳
入
は
前
年
比
　
%
の
減

１.１

　
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入

１９

総
額
は
　
億
６
６
５
４
万
円
、
前
年

６８

度
比
１
・
　
％
の
減
で
し
た
。
性
質

０９

別
に
見
る
と
、
町
が
独
自
に
確
保
で

き
る
自
主
財
源
（
町
税
・
使
用
料
・

手
数
料
な
ど
）
は
全
体
の
　
・
７
％

２６

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
国
や
県

か
ら
配
分
さ
れ
る
お
金
や
町
債
（
町

が
資
金
調
達
の
た
め
政
府
や
銀
行
か

ら
借
り
た
お
金
）
な
ど
の
依
存
財
源

の
割
合
は
　
・
３
％
。
前
年
度
と
比

７３

べ
る
と
総
額
で
７
５
４
３
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。
項
目
別
で
は
、

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
最
も
多
く

　
億
９
３
１
万
円
で
、
歳
入
全
体
の

３２　
・
７
％
を
占
め
て
お
り
、
前
年
比

４６マ
イ
ナ
ス
１
・
６
％
と
、
３
年
ぶ
り

に
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。

　
歳
出
は
土
木
費
が
２
億
円
減

　
歳
出
の
総
額
は
　
億
８
３
８
３
万

６７

円
で
、
前
年
度
と
比
べ
土
木
費
が
お

よ
そ
２
億
３
０
０
０
万
円
の
減
、
公

債
費
が
６
３
４
７
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
が
、
全
体
と
し
て
は
マ
イ
ナ

ス
１
・
　
％
、
総
額
７
１
６
３
万
円

０４

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
項
目
別
に
見
る
と
最
も
多
く
支
出

さ
れ
た
の
が
民
生
費
で
　
億
６
４
４

１７

７
万
円
。
前
年
比
２
・
９
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
主
な
使
い
道
と
し
て

は
児
童
福
祉
費
の
６
億
９
４
８
８
万

円
、
老
人
福
祉
費
４
億
１
３
７
３
万

【２】

主な事業の決算額（単位：万円）

障害者支援費３１,４２５（障害者自立支援給付費２２,０９６、
重度心身障害者医療費給付費４,６４０）　老人福祉費
４１,３７３（老人保護措置委託料１,１６５、県後期高齢者
医療広域連合負担金６３７）　児童福祉費６９,４８８（乳
幼児妊産婦医療費給付費２,２６７、民間保育所運営委
託料２８,１１３、小学校修了前特例給付金１０,７１４）、子
育て支援費２,９７０

民生費

町債元金償還金８９,２５４　町債利子償還金１７,５４７公債費

行政区長報酬１,８３５　定期路線バス運行委託料
１,３６７　広報やまだ印刷製本費６４４　旧山田病院耐
震診断業務委託料２４２　国土調査費１,０６０　県知事
県議選挙費９９８　町議会議員選挙費１,１４７　参議院
議員選挙費１,２００

総務費

長林大浦線改良工事費４,６７０　町道維持補修工事費
５,８７２　土地区画整理費２８,７８３（建物調査業務委託
料１,０３３、整地等工事費４,０３２、街路等整備工事費
４,５００、建物等移転補償費１６,４９３）　前須賀公園相撲
場改修工事費５００　柳沢第１団地外溝工事費４,２１０

土木費

自動体外式除細動器購入費１０１　小・中学校パソコ
ンリース料２,４９１　スクールバス運行委託料１,１４７
中央公民館改修工事費６,７５２　海外研修旅行業務等
委託料４６６

教育費

保健センター暖房設備改修工事費１,３８６　老人保健
費４,７５１（各種検診委託料４,１９７）　リサイクル資源
回収事業報償金４５１　宮古地区広域行政組合（衛生
関係）負担金２７,８３１

衛生費

宮古地区広域行政組合（消防関係）負担金３０,６２２ 
防火水槽築造工事費（大浦・田名部地区）９６０　消
防ポンプ自動車購入費（１３分団）１,６８０

消防費

畜産振興費４５３（家畜診療推進事業補助金１１１、肉用
牛肥育経営安定対策事業補助金７７）　水産振興費
７,９９３（漁業経営構造改善事業費補助金１,９２０、さ
け・ます増殖施設整備事業費補助金３,０３０）　県営
漁港整備事業負担金２,２５８

農林水

産業費

議員報酬４,７５８　議会だより発行１８１議会費

山田の魅力発信実行委員会補助金３００　商工会事業
運営費補助金５００　旅行村管理費２,４０６

商工費

特別会計の決算状況
　特別会計って何？

　特別会計とは、特定の事業を行う場合や特定の収入で

事業を行う必要がある場合に、一般会計と区分して経理

をするため、条例で設置するものです。

　特別会計で管理することにより試受益と負担の関係や

事業ごとの収支をより明確にすることができる試適正な

受益者負担、事業収入の確保や歳出削減努力を進めるこ

とができる――などのメリットがあります。

　本町の特別会計は国民健康保険、老人保健、介護保険

（事業勘定）、介護保険（サービス事業勘定）、簡易水道事

業、漁業集落排水処理事業、公共下水道事業の７会計で

す。全特別会計の決算総額は歳入６４億９,１０３万円、歳出

は６３億５,６３５万円で、差し引き１億３,４６８万円が２０年度に

繰り越されています。

　各会計の主な支出額

試国民健康保険　保険給付費１７億１,３２２万円、老人保健

医療費拠出金３億２,４６２万円

試老人保健　医療給付費１７億８,０５４万円

試介護保険（事業勘定）　保険給付費１２億１,９２５万円

試介護保険（サービス事業勘定）　居宅介護支援事業費

１９３万円

試簡易水道事業　配水管布設替工事費３,３６０万円

試漁業集落排水処理事業　大浦排水処理区事業管理費

９５９万円、大沢排水処理区事業管理費１,２５７万円

試公共下水道事業　下水道事業管理費（船越・田の浜地

区）１,４８３万円、山田地区下水管整備工事費２億４,２００

万円

歳出決算額歳入決算額特別会計名称

26億134万円2６億９,８２９万円国 民 健 康 保 険

18億1,339万円１８億１,３４１万円老 人 保 健

13億651万円1３億３,８９１万円介護保険（事業勘定）

193万円２５９万円介護保険（サービス事業勘定）

8,412万円８,７２２万円簡 易 水 道 事 業

1億4,148万円1億4,221万円漁業集落排水処理事業

4億758万円4億839万円公 共 下 水 道 事 業

◆特別会計の決算額

円
が
あ
り
ま
す
。
２
番
目
に
多
い
の

が
公
債
費
の
　
億
６
８
０
３
万
円
で
、

１０

次
に
総
務
費
の
９
億
３
６
９
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
が
　
ポ
イ
ン
ト 
減
に

１.４

　
一
般
会
計
の
歳
出
を
性
質
別
に
分

け
た
も
の
が
２
㌻
の
図
１
で
す
。

　
公
共
施
設
の
建
設
や
道
路
整
備
な

ど
、
わ
た
し
た
ち
の
快
適
な
暮
ら
し

実
現
の
た
め
に
使
わ
れ
た
投
資
的
経

費
の
割
合
は
　
・
６
％
と
な
っ
て
い

１２

ま
す
。
前
年
度
と
比
べ
る
と
、
１
・

４
ポ
イ

ン
ト 
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

柳
沢
北
浜
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

費
の
年
度
別
計
画
見
直
し
に
よ
る
増

減
や
田
の
浜
・
大
沢
地
区
の
下
水
道

整
備
事
業
完
了
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。
消
費
的
経
費
は
　
・
０
％
で
、

５９

そ
の
う
ち
人
件
費
が
　
・
３
％
、
各

２５

種
機
関
や
団
体
な
ど
へ
の
負
担
金
、

補
助
金
を
支
出
す
る
補
助
費
が
　
・
１１

９
％
、
未
就
学
児
の
福
祉
や
医
療
費

（
福
祉
的
要
素
の
強
い
も
の
）
に
充
て

る
扶
助
費
は
　
・
８
％
で
し
た
。
事

１１

務
費
や
各
種
検
診
の
委
託
料
な
ど
に

充
て
る
物
件
費
が
９
・
１
％
、
公
債

費
は
　
・
８
％
で
、
前
年
度
に
比
べ

１５

１
・
０
ポ
イ

ン
ト 
増
加
し
ま
し
た
。

　
年
々
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
財
政

状
況
の
中
、
よ
り
一
層
の
経
常
経
費

（
人
件
費
や
物
件
費
な
ど
）の
節
減
に

努
め
な
が
ら
、
今
日
の
複
雑
多
様
化

す
る
行
政
需
要
を
反
映
し
た
町
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【３】



【４】

１１月は児童虐待防止推進月間です

社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
に

　
全
国
の
児
童
相
談
所
に
寄
せ
ら
れ

る
児
童
虐
待
の
相
談
件
数
は
年
々
増

加
の
一
途
を
た
ど
り
、
昨
年
度
は
４

万
件
を
超
え
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は

本
町
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、

本
年
度
は
宮
古
児
童
相
談
所
へ
４
月

か
ら
９
月
ま
で
の
半
年
で
す
で
に
　１０

件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
昨

年
を
上
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
児
童
虐
待
を
防
止
す
る
た
め
、
町

で
は
児
童
虐
待
に
関
す
る
情
報
の
提

供
を
お
願
い
し
て
い
る
ほ
か
、
子
育

て
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
近
年
、
幼
い
命
が
奪
わ
れ
る
悲
惨

な
事
件
が
連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ

る
な
ど
、
児
童
虐
待
問
題
は
社
会
全

体
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
こ
の
機
会
に
児
童
虐
待
に
つ
い

て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
子
育
て
相
談
窓
口

▽
相
談
内
容
　
　
歳
未
満
の
子
供
に

１８

関
す
る
養
育
、
障
が
い
、
非
行
な

ど
の
問
題
全
般

▽
相
談
方
法
　
電
話
ま
た
は
面
接
相

談
（
匿
名
で
の
相
談
も
で
き
、
内

容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
）

▽
受
付
時
間
　
午
前
８
時
半
～
午
後

５
時
半
（
休
祝
日
を
除
く
）

◆
相
談
先
　
役
場
保
健
福
祉
課
児
童

福
祉
担
当（
直
通
　－

３
１
１
３
）

８２

　
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
皆
さ
ん
の
近
所
で
児
童
虐
待
を
疑

わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
至
急
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

調
査
の
結
果
虐
待
で
は
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
情
報
を
提
供
し
た
方
の
責

任
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
情
報

を
提
供
し
た
方
の
氏
名
な
ど
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◆
通
告
先
　
役
場
保
健
福
祉
課
児
童

福
祉
担
当（
直
通
　－

３
１
１
３
）

８２

※
緊
急
時
に
は
夜
間
・
休
日
で
も
受

け
付
け
ま
す
。
察
　－

３
１
１
１

８２

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

――児童虐待防止に関する講演会――

試日時　１１月１２日（水）　午後６時～７時半

試場所　町中央公民館小ホール

試演題　「虐待の現状を通して　～虐待の早

期発見と予防支援について」

試講師　田村幹雄さん（宮古児童相談所所長）

試申込期限　１０月３１日

試申込先・問い合わせ　役場保健福祉課児童

福祉担当（直通８２－３１１３）へどうぞ。

―「ストップ・子ども虐待」キャンペーン―

試日時　１１月１５日（土）午後１時半～３時半

試場所　宮古市民文化会館

試内容　児童虐待の現状と対応についての説

明、地域活動実践報告、演劇「ストップ・

子ども虐待」の上演

試問い合わせ　宮古児童相談所（察６２－４０５９）

へどうぞ。

児童虐待防止に関する
各種行事が行われます

◆本町の児童虐待相談件数

助けての

小さなサイン

受け止めて



【５】

お
べ
ん
と
う
 み
ん
な
と
た
べ
る
と
 お
い
し
い
な

　
大
沢
小
学
校
１
年
　
佐
々
木
  舞
 

ま
い

マ
マ
の
味
　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
　
力
が
で
る
よ

　
織
笠
小
学
校
２
年
　
佐
々
木
  七
  海
 

な
な
 
み

何
入
っ
て
っ
ぺ
え
　
開
け
る
し
ゅ
ん
か
ん
　
楽
し
み
だ

　
大
沢
小
学
校
３
年
　
福
士
  悠
  太
 

ゆ
う
 
た

お
べ
ん
と
う
　
ぼ
く
の
力
の
　
み
な
も
と
さ

　
轟
木
小
学
校
４
年
　
藤
澤
  真
  治
 

し
ん
 
じ

弁
当
の
　
愛
情
パ
ワ
ー
は
　
金
メ
ダ
ル

山
田
南
小
学
校
５
年
　
小
野
 
  大
 

だ
い

 悟
 
ご

ひ
と
く
ち
で
　
笑
顔
に
な
れ
る
　
お
弁
当

船
越
小
学
校
６
年
　
佐
々
木
  奏
 

か
な
で

『
い
た
だ
き
ま
す
』
 
み
ん
な
が
笑
顔
に
 な
る
時
間

山
田
中
学
校
１
年
　
清
水
 わ
か
な

母
の
背
に
　
ぬ
く
も
り
感
じ
る
　
お
弁
当

山
田
中
学
校
２
年
　
坂
本
  万
  由
  子
 

ま
 

ゆ
 

こ

味
わ
お
う
　
色
ど
り
よ
り
も
　
親
の
愛

豊
間
根
中
学
校
３
年
　
東
  大
  樹
 

ひ
ろ
 
き

手
を
合
わ
せ
　
命
に
感
謝
　
い
た
だ
き
ま
す

山
田
高
校
１
年
　
佐
々
木
  美
  紗
  子
 

み
 

さ
 

こ

　
優

秀

賞
（
　
点
）

１０

　
　
月
３
日
、
食
育

１０
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
食

に
関
す
る
意
識
や
理

　
最
優
秀
賞
（
２
点
）

解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
山
田
町
学

校
保
健
会
（
近
藤
勝
雄
会
長
）
が
主

催
し
た
も
の
で
、「
お
弁
当
」
を
テ
ー

マ
に
標
語
を
募
集
。
町
内
の
小
・
中

学
校
、
高
校
の
児
童
生
徒
か
ら
校
内

で
の
１
次
審
査
を
通
過
し
た
１
１
０

点
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
皆
さ
ん
と
そ
の
作
品
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

す
き
な
も
の
　
だ
ん
だ
ん
ふ
え
る
よ
　
べ
ん
と
う
で

大
沢
小
学
校
２
年
　
甲
斐
谷
　
 航
  太
 

こ
う
 
た

山
田
高
校
２
年
　
　
伊
藤
　
 亜
  紀
  子
 

あ
 

き
 

こ

冷
た
い
け
れ
ど
　
確
か
に
そ
こ
に
　
手
の
 温
 み

ぬ
く

武
 
 さ ん
 に
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
北
浜
町
の
武
 
清
吉
さ
ん
（
　
）
７２

が
、
国
民
健
康
保
険
関
係
者
功
績
者

と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
民
健
康
保

険
事
業
で
長
年
に
わ
た
る
功
績
が

あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
武
 
さ
ん
は
昭
和
　
年
２
月
か
ら

５６

本
町
の
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

の
委
員
を
務
め
、
平
成
９
年
か
ら
は

会
長
に
就
任
。
現
在
ま
で
　
年
に
わ

２７

た
っ
て
国
保
事
業
の
円
滑
な
運
営
に

力
を
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
保
険
医
や
保
険
薬

剤
師
、
被
保
険
者
な
ど
　
人
で
構
成

１２

さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
予
算

や
税
率
な
ど
重
要
な
事
項
を
審
議
す

る
機
関
で
す
。

　
武
 
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
賞
を

い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
国
保
の
健
全
な

運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　１０月２９日の任期満了をも

ちまして、教育長の職を退

任致しました。平成１２年１０

月の就任以来、町民の皆さ

まには多くのご指導、ご支

援をいただきました。おか

げさまで職務を全うするこ

とができましたことに対し、

心からお礼申し上げます。

今後は町民の一人として、

松尾教育長が退任

将来を担う青少年が心豊かに育ち、町政発展の

ために活躍することを願い、側面から応援して

いきたいと思います。山田町のますますの発展

と町民の皆さまのご多幸を祈念申し上げ、退任

のあいさつと致します。

前山田町教育長

　松 尾  光   信 
みつ のぶ

　１０月２９日の任期満了を迎えた松尾光信教育長

が退任されました。平成１２年から２期８年間に

わたって町の教育行政に力を尽くされた松尾さ

んのご労苦に感謝を申し上げ、今後のご健勝を

祈念いたします。

退任のあいさつ

武    清 
せい

  吉 さん
きち

食
育
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
決
ま
る



【６】

　
　
月
　
日
に
行
わ

１０

１０

れ
た
県
中
学
校
駅
伝

大
会
で
、
山
田
中
女

子
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
花
巻
市
で

行
わ
れ
、
女
子
の
部

に
は
　
チ
ー
ム
が
出

４１

場
。
１
区
西
舘
 央
  恵
 

ひ
さ
 
え

さ
ん
（
２
年
）
が
４

る
全
国
大
会
と
　
月
２
日

１１

に
秋
田
県
秋
田
市
で
開
催

さ
れ
る
東
北
大
会
へ
の
切

符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
主
将
の
川
村
 絵
  理
 さ
ん

え
 

り

（
３
年
）
は
「
昨
年
か
ら

優
勝
を
目
指
し
て
練
習
し

て
き
た
の
で
、
う
れ
し
さ

も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
っ
と

し
た
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。

全
国
大
会
で
は
　
番
台
に

２０

入
る
こ
と
を
目
標
に
チ
ー

ム
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
た
い
」
と
抱
負
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

位
に
つ
け
、
２
区
田
畑
 有
  望
 さ
ん

な
り
 
み

（
３
年
）、
３
区
福
舘
ひ
か
る
さ
ん

（
同
）が
着
実
に
順
位
を
上
げ
て
い
く

と
、
４
区
千
代
川
る
い
さ
ん
（
２
年
）

が
区
間
賞
の
走
り
で
ト
ッ
プ
に
立
ち
、

ア
ン
カ
ー
佐
々
木
 麗
  華
 さ
ん
（
同
）

れ
い
 
か

が
首
位
を
キ
ー
プ
し
て
ゴ
ー
ル
。
初

優
勝
を
大
会
新
記
録
で
飾
り
、　

月
１２

　
日
に
山
口
県
山
口
市
で
開
催
さ
れ

２１

県中学校駅伝大会で優勝した山中女子の皆さん

大
会
新
で
初
Ｖ
飾
る

県
中
学
駅
伝
大
会
で
山
中
女
子
優
勝

ら
れ
た
地
点
か
ら
よ
り
少
な
い
打
数

で
ホ
ー
ル
を
狙
う
、
ゴ
ル
フ
に
似
た

競
技
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
手

軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
年
々
競
技
人
口
も
増
加
し
て
い

る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
「
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
を
始
め
て
６
年
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
大
会
で
優
勝
す
る
の
が
夢
で
し

た
。
今
は
念
願
が
か
な
っ
て
と
て
も

幸
せ
で
す
」
と
喜
び
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

豊
間
根
の
佐
々
木
さ
ん

が
優
勝

全国マレットゴルフ大会

本
町
選
手
が
メ
ダ
ル
獲
得

全国障害者スポーツ大会

　
第
８
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
、
本
町
の
中
村
 明
  穂
 

あ
き
 
ほ

さ
ん
（
宮
古
養
護
学
校
３
年
）

＝
写
真
左
＝
と
佐
藤
 弘
  二
 さ
ん

こ
う
 
じ

（
同
２
年
）
＝
写
真
中
央
＝
、 

田
 徹
 さ
ん（
同
２
年
）が
上
位
に

と
お
る

入
賞
す
る
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　
大
会
は
　
月
　
日
か
ら
　
日

１０

１１

１３

ま
で
大
分
県
大
分
市
な
ど
で
開

催
さ
れ
、
佐
藤
さ
ん
が
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
の
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
で
金
メ
ダ
ル
、
中
村
さ
ん
は

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
で
銀
メ
ダ
ル
、

ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
で
銅
メ
ダ
ル
、
 

田

さ
ん
は
走
り
幅
跳
び
と
１
０
０
㍍
走

で
そ
れ
ぞ
れ
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る

な
ど
、
合
計
５
つ
の
メ
ダ
ル
を
獲
得

す
る
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
「
自
分
の
力
を
発
揮

し
て
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
」、
中
村
さ
ん
は
「
メ
ダ
ル

を
２
つ
も
取
る
こ
と
が
で
き
う
れ
し

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
」、
 

田
さ

ん
は
「
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

良
い
結
果
を
出
せ
て
よ
か
っ
た
」
と

入
賞
の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
厚
生
労
働
大
臣
杯
第
　
回
１２

日
本
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
全
国

大
会
で
、
本
町
の
佐
々
木
 富
 
と

 美
  子
 さ
ん
（
豊
間
根
・
　
）

み
 

こ

６１

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
　
月
４
日
と
５
日

１０

に
田
野
畑
村
で
開
催
さ
れ
、

佐
々
木
さ
ん
が
出
場
し
た
女

子
の
部
に
は
全
国
か
ら
１
０

２
人
が
参
加
。
２
日
間
で
　７２

ホ
ー
ル
を
回
り
、
佐
々
木
さ

ん
は
ト
ー
タ
ル
２
４
９
と
２

位
に
５
打
差
を
つ
け
て
見
事
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
、
決
め



【７】

　このコーナーでは、町管理栄養士や山田町食生活改

善推進員連絡協議会の皆さんが手軽にできるお弁当や

郷土料理、旬の食材を使った料理などを毎月ご紹介し

ます。８回目はサケの風味を存分に生かした「秋鮭の

キノコくずあんかけ」です。

　作り方（４人分）
【材料】

　サケ（切り身）、干しシイタケ、マイタケ、シメジ、

　エノキダケ、だし汁（シイタケの戻し汁）、塩、酒、

　みりん、薄口しょうゆ、ショウガ、ミズナ

【作り方】

①水で戻した干しシイタケ（４枚）の石づきを取り、

薄切りにする。マイタケ（５０㌘）、シメジ（５０㌘）、

エノキダケ（１袋）をたっぷりの水で振り洗いし、

石づきを取って小房に分ける。

②サケの切り身（４枚）に塩と酒を振って３０分くら

い置き、下味をつけたら汁気をペーパーで切る。

③フライなべで油を熱し（１８０℃くらい）、揚げ網に

皮を上にしたサケを並べ、お玉で熱した油を色が

変わる程度に表面だけ通す。

④③を鍋に入れ弱火で１０分くらい蒸し煮にする。

⑤④と別の鍋にだし汁１１/２ カップを取り、調味し

て①のキノコを加えて煮る。その後水溶き片栗粉

でとろみをつけて火からおろし、すりおろした

ショウガを加えてひと混ぜする。

⑥器に④のサケを盛り、⑤のキノコくずあんをかけ

て刻んだミズナを彩りよく散らせば完成です。

№８

わたしたちが
作りました

写真左から山田町食生活

改善推進員連絡協議会の

上林 喜  榮  子 さん（北浜
き え こ

町・６１）、  友  子 さん（中
とも こ

央町・６１）、東海林 冨  美 
ふ み

 子 さん（山田・６１）
こ

秋鮭のキノコくずあんかけ

故  鈴 木  善十郎 さん
ぜんじゅうろう

　
元
町
議
会
議
員
の
故
豊
間

根
彪
さ
ん
（
豊
間
根
・
　
）
８０

に
、
こ
の
ほ
ど
叙
位
叙
勲
と

し
て
、
正
六
位
旭
日
双
光
章

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
豊
間
根

　
町
議
会
議
員
の
鈴
木
善

十
郎
さ
ん
（
北
浜
・
　
）
４６

が
　
月
　
日
に
逝
去
さ
れ

１０

１３

ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
平
成
　
年
１１

４
月
に
町
議
会
議
員
に
初

者
支
援
、
防
災
対
策
な
ど
幅
広
い
観

点
か
ら
町
政
の
課
題
に
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
、
町
民
の
福
祉
向
上
の
た

め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
生
前
の
功
績
を
た
た
え
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

鈴木善十郎町議が逝去

当
選
。
　

年
４
月
に
は

１９

２
度
目
の
当
選
を
果
た

し
、
町
議
と
し
て
２
期

目
の
活
動
を
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
５
年
の
議
員
生
活
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
鈴

木
さ
ん
は
教
育
問
題
や

情
報
化
推
進
、
障
が
い

さ
ん
は
、
昭
和
　
年
４
月
、
町
議
会

４２

議
員
選
挙
で
初
当
選
。
平
成
　
年
４

１９

月
ま
で
の
　
期
　
年
に
わ
た
り
、
地

１０

４０

域
住
民
の
代
表
と
し
て
力
を
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
昭
和
　
年
５

４６

月
に
は
教
育
民
生
常
任
委
員
会
委
員

長
、
平
成
３
年
に
は
町
議
会
議
長
を

務
め
た
ほ
か
、
各
常
任
委
員
会
の
委

員
を
歴
任
し
、
町
民
の
福
祉
向
上
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
豊
間
根
さ
ん
は
７
月
　
日
に
逝
去

２７

さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
生
前
の
功
績

を
た
た
え
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。

故

豊
間
根
彪
さ
 ん

に
贈
ら
れ
る

叙位叙勲

正六位旭日双光章

正六位旭日双光章が贈られた

故  豊間根   彪 さん
たけし



たばた ゆか ちゃん

（わかき保育園・５歳）

　大きくなったらケーキ屋さんに
なって、モンブランのケーキをお
父さんに食べさせてあげたいな。

【８】

ひ
と
声
も
出
さ
ず
に
も
ず
が
荒
地
飛
ぶ

エ
サ
を
探
し
て
降
り
て
は
あ
が
る

　
　
　
　
菊
地
孝
進
（
船
越
・
　
）
８６

孫
た
ち
の
は
し
ゃ
ぎ
ま
わ
る
は
秋
彼
岸

し
ぐ
さ
か
わ
い
や
合
わ
せ
る
そ
の
手

　
　
　
　
堀
合
秀
子
（
長
崎
・
？
）

富
士
の
見
え
海
も
見
え
け
り
旅
あ
れ
ば

 夫
婦
 楽
し
く
健
康
感
謝

め
お
と

　
　
　
大
川
ヒ
メ
子
（
大
沢
・
　
）
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満
月
を
美
し
く
見
る
中
秋
の

遠
く
離
れ
た
孫
の
声
聞
く

　
　
　
大
町
テ
イ
子
（
大
沢
・
？
）

役
所
か
ら
届
く
あ
て
名
は
様
つ
き
で

時
の
流
れ
に
殿
は
消
え
ゆ
く

　
　
　
菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
　
）
７３

総
選
挙
あ
る
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か
な
い
の
か
ビ
ラ
豊
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佐
藤
兼
男
（
荒
川
・
　
）
８２

　「
お
魚
の
マ
ス
」

①
朝
の
あ
い
さ
つ

　
　
　「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

②
ご
飯
を
食
べ
る
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　「
い
た
だ
き
ま
す
」

③
仕
事
に
、
作
業
に

　
　「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

④
マ
ス
マ
ス
進
む
温
暖
化
。

⑤
自
分
の
命
に
、
生
き
て

　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

⑥
な
か
な
か
言
え
な
い

　
　
　
　
　
言
葉
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
佐
藤
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子
（
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越
・
　
）
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折
に
ふ
れ
語
り
継
ぎ
ゆ
く
あ
の
い
く
さ

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
菊
地
閑
悟
（
山
田
・
　
）
８７

園児の運動会

　懸念された
超大型台風１３

号が船越保育
園恒例

の運動会を案
じたかのよう

に三陸沖東方
へ 迂 

う

 回 
かい

していった。
９月２１日催さ

れたその日は
、たま

たま暑からず
寒からずの好

天に恵まれ、
先生方、

保護者ともど
も胸をなで下

ろしたに違い
ない。

　かつて私も
孫をこの保育

園に送迎した
ころを

振り返ると、
いろんなイベ

ントの都度、
随分天

候を気にした
ものだ。その

２人の孫もや
っと成

長し、中学、
高校生となり

、時の流れの
速さを

実感している
。最近孫がよ

く言ったりす
る。

「俺たちはも
う小学校も終

えたし保育園
には遠

慮したら…」
と。でもなぜ

かイベントが
あると

足が向く。振
り返ると１０数

年もお世話に
なっ

た船越保育園
への未練が今

も心のどこか
に潜ん

でいるのかも
しれない。

　年とともに
運動会の種目

も趣向を凝ら
し、北

京五輪にあや
かってオリン

ピックをイメ
ージし

た種目にとて
も好感が持て

たし、たくま
しい園

児のスポーツ
を目の当たり

にし、足取り
も軽く

若返り気分で
帰路に就いた

。

齋藤忠雄（船
越・８３歳）

鬼の目にも涙

　１０月１６日午後６時、テレビのニュース番組で、大阪市のあ

る保育園で、ある公共工事のための畑の立ち退きが強制執行

という建前で無理やりに執行され、園の畑に園児たちが作付

けし収穫を楽しみにしていたサツマイモなど収穫間近の作物

を根こそぎ掘り返されるという報道を見て、腹立たしさを覚

えました。

　このような非情なことは山田町行政では行われないことを

信じておりますが、園長や保護者の、収穫を楽しみに園児た

ちが一生懸命丹精込めて育て、小さいうちから一生懸命物事

に力を合わせ努力する根性と優しい心を育てることを踏みに

じる行政の行為は許しがたいと感じた。

　大阪の橋下知事は公共の利益が優先のようなコメントをし

ておったが、たとえ公共の利益とはいえ、たった２週間待っ

てくれと保護者たちが畑にはいつくばって必死に懇願しても

聞く耳を持たず撤去作業が強行され、周囲で園児たちが泣き

ながら見守る姿は同情するものがあった。

　お上（行政）と泣く子には勝てないという昔からのことわ

ざもあるが、鬼の目にも涙ということわざもある。強制執行

はどちらでしょうか、情けは無いものかと思う。

　西舘　秘（船越・？歳）

霧雨魔理沙☆（１３）

福
士
正
子（
　
）
６９

山
崎
竜
輔（
？
）

フ
モ
フ
モ
（
？
）

狩
元
我
生（
７
）

【お詫びと訂正】前号の菊地サカヱさんからの投書「自衛隊基地見学会に参加して」の中で「深緑に包
まれた…」と表記されていたものを、誤って「新緑」と掲載しました。深くお詫びし、訂正いたします。

◆投稿規定　試住所、氏名、年齢、電話番号を明記。ペンネーム、匿名での掲載を希望する方はその旨をさら
に付け加えてください試住所、氏名が記入されていないものは掲載しません試営利・政治的活動を目的とし
たものや、特定の個人・団体をひぼう・中傷するものは掲載できません試投書を添削することがあります。

◆あて先　〒０２８－１３９２（住所不要）山田町役場総務課情報管理担当へ。
【９】

◆投稿規定　試住所、氏名、年齢、電話番号を明記。ペンネーム、匿名での掲載を希望する方はその旨をさら
に付け加えてください試住所、氏名が記入されていないものは掲載しません試営利・政治的活動を目的とし
たものや、特定の個人・団体をひぼう・中傷するものは掲載できません試投書を添削することがあります。

◆あて先　〒０２８－１３９２（住所不要）山田町役場総務課情報管理担当へ。

山田よいとこ好きな町（１８）

　ご存じの方も多いのですが、関谷集落に「杉の下」といわれ、

山田で神官さんをなさっている佐藤家がある。聞くところによれ

ば、昔とてつもない杉の大木があったことからその近くのお家を

「杉の下」といわれるようになったとか。しかしいつの年にか、そ

の大杉は落雷によって失われたそうです。

　こちらの裏山で「 深  山 」といわれる山に、「 深  法  山 大観世音」と
しん ざん しん ぽう さん

「 深  山  大  権  現 」が祭られている。「権現」とは読んで字のごとく
しん ざん だい ごん げん

「神が現れる」ということですと、この家のご主人から教わった。

お祭りの時によく踊る 獅  子  舞 の 頭 も権現さまであると、大人たち
し し まい かしら

が言っていた事が子供心に刻まれています。この山の祭日は、田

の浜の荒神社と同じく６月１５日です。わたしも毎年参拝に参りま

すが、初めての年には近くの先輩に案内していただいての 初  詣 で
はつ もうで

した。坂道の参道をゆっくり登っていったら、途中の道端に「オ

ランダ船」山田湾入津の事が書き刻まれた石碑がありました。今、

山田湾内の大島を「オランダ島」と呼ぶようになったいわれのも

とでしょう。この山「深山」といわれるだけあって、 深  深 とした
しん しん

物音少ない坂の参道をトボトボ登り行くと、静けさの中に 

 神  々 しさが漂い「何様のおわしますかは知らねども、ただありが
こう ごう

たさに 頭 したたる」思いがいたしました。やがて、やっと山頂の
こうべ

開けた場所にたどり着いたら、立派なお宮がありました。一息入

れて、連れの友人と一緒に深々と 首 を垂れて礼拝いたしました。
こうべ

しかし、年老いた今は坂道は無理なので、ふもとの遥拝所でご主

人にお世話をいただき参拝して、お話など伺っています。

　「深法山大観世音」様は小さなお宮に納められて神社の 一  隅 に祭
いち ぐう

られていますが、今年は８００年祭でした。いただいたお守り札を

見たら、平安時代の 平  城 、 嵯  峨 天皇朝の８０６年５月１８年に関谷の
へい ぜい さ が

山に祭られている。今年２００８年だから１,２４２年も前のことになる。

祭り日が同じ６月１５日である荒神社は、リクコタンというアイヌ

の神、 綿  津  見  神 だからもっと古いのだろうけれど、それにしても
わた つ みの かみ

古い観音様である。なんとも気の遠くなるようなことではある。

しかし、それゆえに興味もまた津々で、ロマンスの深まりを夢見

る思いがするではないか。さらに驚くことがある。この家の言い

伝えで「この観音堂は決して開けてはならぬ」ということになっ

ているそうだ。祭ってから１,２００年以上も過ぎた今もどんな観音

様か誰も拝観していないということに、驚きの余り、ただ 唖  然 と
あ ぜん

してしまい言葉もない。なんとも神秘的な事があるものですね。

一方の「深山大権現」様は、鎌倉時代、１１８５年以後に羽黒山から

 招  聘 したとあるから、観音様より４００年後になる。参考までに、
しょう へい

関口の「長次郎屋」佐藤家は、前に書いたように、山田に来られ

たのは文治元年（１１８５年）とされている　　　　　　　（つづく）

ペンネーム・山田北州（山田・８７歳）

うれしく思う中村さんの活躍　大分県で開催された全国障害者スポーツ大会に出場
した中村明穂さんの活躍を心よりうれしく思います。
　入学間もない明穂ちゃんと朝の通学列車で一緒にな
り、同じ地域に住んでいることを知りました。緊張と
不安げな明穂ちゃんに「大丈夫よ。友だちいっぱいつ
くって楽しい生活を送ってね」と話しながら、宮古駅
に着いた日のことが思い出されます。大会で競技して
いる姿と銀、銅メダル獲得を知り、思わず歓声を上げ
ました。
　明穂ちゃん、本当におめでとうございます。

中垣のり子（船越・６０歳）

エンジェルブルー（１１）神楽姫（１３）

う
み
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？
）
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坂本陽和（１２）

クレア（１３）

ス
マ
イ
ル
君（
？
）

シ
ヨ
キ
チ
（
？
）

田
畑
葵
唯（
　
）
１１



【１０】

ニホンミツバチ同好会で採蜜作業

琥珀色に輝くハチの巣を収穫

　１０月１２日、町民駅伝大会が船越公園南側駐車場をス

タート・ゴールとし、町道海蔵寺線を折り返す２.１㌔ の

コースで行われました。参加した９４チーム５０６人の選手

は、秋晴れの空の下、沿道に詰め掛けた父母らの声援を

受けながら自慢の健脚を競い合いました。各部門の優勝

者は次のとおりです。なお、小学生の部で優勝したチー

ムは、１１月２日に奥州市で開かれる「スポニチ奥州前沢

マラソン」に派遣されます（男子は上位入賞チームの都

合により、第３位の荒川ジュニア５上寺が出場します）。

試高校生以上一般男子の部…空自山田Ａ　中学生男子の

部…山田中陸上部Ａ　同女子…山田中陸上部Ｂ　小学

生男子の部…大沢パワフルズ　同女子…豊小Ｄ

　１０月２０日、山田町ニホンミツバチ同好会（沼﨑政光会

長・会員１５人）による採蜜作業が公開されました。同会

は野生のニホンミツバチの保護や育成、はちみつの元に

なる樹木の植林活動を行っている団体で、発足して２年

目を迎えます。作業は会員の佐々木 源  衛 さん（中央町・
げん えい

８１）所有の倉庫で行われ、平塚 六  郎 さん（大沢・６９）が
ろく ろう

はちみつで 琥  珀 色に輝くハチの巣８枚を巣箱の中から取
こ はく

り出していました。同会によると、このミツバチは慣れ

れば素手で扱えるほどおとなしい性格で、これまで群れ

を１９群捕獲し育成にあたりましたが、スズメバチの襲撃

などにより収穫に至ったのは全体の１割程度。来年はさ

らに収穫量を増やしていきたいと話していました。

中高連携推進事業シンポジウム

生徒らが職業観を語り合う

　９月２５日、山田町中高連携教育推進事業として講演会

とシンポジウムが開かれました。会場となった山田高校

には、同高生徒や山田中３年生、豊間根中２年生と３年

生、保護者など４５０人が参加。岩手県立大の相澤 徹 理事
とおる

長の基調講演に続き、本町出身の大学生岩間 健  太 さん
けん た

（岩手県立大２年）、山﨑 立  子 さん（岩手大２年）、箱石 大 
りつ こ だい

 輔 さん（釧路公立大２年）と生徒代表として佐々木 勇  太 
すけ ゆう た

君、金澤あすかさん（ともに山田高３年）、佐々木ひとみ

さん（山田中３年）、勝山 和  弥 君（豊間根中３年）が壇上
かず や

に上がり、「職業観と地域社会を考える」をテーマに意見

を述べ合いました。このうち岩間健太さんは「いろんな

ことに挑戦して本当にやりたいことを見つけてほしい」

と呼び掛け、佐々木ひとみさんは「目的に向かって一生

懸命挑戦していきたい」と感想を述べていました。

町民駅伝大会に５０６人

力走する選手らに熱い声援

パネルディスカッ
ションの様子（上
写真）／岩手県立
大の相澤徹理事長
による講演が行わ
れました

【１１】

　今月の題字

佐々木 彪  河 君
ひょう が

　　　（豊間根小４年）

健やかな成長を祈って

華やかな衣装で七五三参り

　１０月１９日、山田八幡宮では子供たちの健やかな成長を

願い七五三のお参りに訪れる親子の姿が見られました。

この日訪れたのは野崎 勇  輝 君（山田北小２年）とみずき
ゆう き

ちゃん（５歳）の兄弟。華やかな衣装に身を包んだ２人

は慣れない厳かな雰囲気の中、緊張した面持ちでおはら

いを受けていました。式終了後には、宮司から「しっか

りとお参りが出来たご褒美です」と千歳あめやお守りな

どが入った袋が一人一人に手渡されました。

町民体育祭に１２００人

豊間根地区が４年連続優勝

　１０月５日、町民体育祭が町民グラウンドを会場に開か

れました。３７回目となる今年は１１地区１,２００人が来場。

すがすがしい秋晴れの空の下、参加者は優勝目指して各

種競技や応援に熱戦を繰り広げました。結果、各競技で

上位につけ、着実に得点を重ねた豊間根地区が４年連続

での優勝を飾りました。準優勝は船越地区、３位は轟木

地区でした。また、地区対抗の応援合戦では、見事な踊

りを披露した山田中地区が応援賞を受賞しました。

佐々木祥大君が町に寄付

困っている人に役立てて

　山田南小４年の佐々木 祥  大 君が町に寄付金を贈りまし
しょう た

た。これは、９月２８日に陸中海岸青少年の家で行われた

フリーマーケットに佐々木君が参加し、その売上金

１,８９０円を町に贈ることにしたものです。佐々木君は１０

月１日に役場を訪れ、沼崎喜一町長に「病気の人や困っ

ている人のために役立ててください」と寄付金を手渡し

ました。これに対し沼崎町長は「町の福祉のため、大切

に使わせていただきます」とお礼の言葉を述べました。
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は
、

明
治
　
（
１
９

３５

０
２
）
年
　
月
１１

北
海
道
北
見
国

枝
幸
郡
枝
幸
港

で
生
ま
れ
た
。

生
後
３
日
で
産

婆
の
過
失
に
よ

り
失
明
す
る
が
、

そ
の
後
視
力
は

や
や
回
復
し
た
。

　
同
　
年
母
ミ

４１

エ
に
連
れ
ら
れ

て
郷
里
沼
宮
内

に
帰
り
、
沼
宮

内
小
学
校
に
入

学
。
大

正

２

（
１
９
１
３
）年

尋
常
科
４
年
の

時
脳
膜
炎
を
病

み
、
聴
力
と
片

り
も
な
い
病
人
の
清
を
引
き
取
っ
て

実
母
の
よ
う
に
看
病
し
た
が
、
清
は

盛
岡
赤
十
字
病
院
の
施
療
患
者
に

な
っ
た
。

　
昭
和
５
年
６
月
、
キ
ク
は
盛
岡
に

移
り
清
の
看
護
に
努
め
た
が
、
翌
６

年
　
月
、
清
は
キ
ク
に
見
守
ら
れ
な

１２
が
ら
　
歳
の
短
い
生
涯
を
終
え
た
。

２９

　
清
は
独
学
で
短
歌
と
社
会
主
義
を

学
び
小
原
節
三（
ア
ラ
ラ
ギ
派
歌
人
）

と
論
戦
。
こ
の
と
き
の
論
文
は
、
社

会
主
義
的
文
学
論
と
し
て
、
本
県
で

初
め
て
の
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
昭
和
４
年
３
月
、
岩
手
日
報
学
芸

来
て
白
土
キ
ク
さ
ん
の
世
話
に
な
る

こ
と
に
な
っ
た
。
キ
ク
は
明
治
　２３

欄
に
連
載
さ
れ
た
「
幸

福
な
病
者
」
の
中
で
、

清
は
「
家
財
の
す
べ
て

を
失
い
、
世
人
の
誤
解

や
 嘲
  笑
 を
ま
と
も
に
浴

ち
ょ
う
 し
ょ
う

び
な
が
ら
も
、
わ
た
し

の
た
め
に
尽
く
し
て
く
れ
た
白
土
キ

ク
さ
ん
こ
そ
、
わ
た
し
に
と
っ
て
慈

母
観
音
の
化
身
で
な
く
て
な
ん
で
あ

ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
清
の
短
歌
２
７
６
首
が
有
志
に
よ

り
昭
和
６
年
８
月
歌
集「
わ
く
ら
葉
」

と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
奥
付
に
は

「
定
価
　
銭
発
行
者
白
土
喜
久
子
」
と

３５

記
さ
れ
て
い
る
。

　
町
中
央
公
民
館
脇
の
公
園
広
場
に

は
「
雪
玉
を
　
つ
く
る
幼
子
　
つ
く

り
や
め
て
　
か
ぢ
か
む
指
を
　
口
に

入
れ
け
り
」
と
刻
ん
だ
歌
碑
が
あ
る
。

放
浪
の
歌
人

　
　
　
　
　
下
山
清
と
白
土
キ
ク

や

ま

だ

の
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
山
田
史
談
会
長
の
 
藤
仁
志
さ
ん
（
豊

間
根
・
　
）
で
す
。

７３

（
１
８
９
０
）年
北
海
道
旭
川
に

生
ま
れ
た
。
父
鉄
之
助
は
高
村

光
雲
の
弟
子
で
彫
刻
家
。
東
京

私
立
三
輪
田
女
学
校
卒
業
、
東

京
私
立
哲
学
館
大
学
師
範
科
を

卒
業
し
、
同
　
年
旭
川
町
役
場

３８

勤
務
、
大
正
４
年
旭
川
区
役
所

勤
務
な
ど
を
経
て
、
同
　
年
に

１０

両
親
の
出
身
地
山
田
町
に
移
り

住
ん
だ
。

　
キ
ク
は
、
内
職
を
し
な
が
ら

恵
ま
れ
な
い
人
の
た
め
に
活
動

し
て
い
た
。
彼
女
は
何
の
ゆ
か

【１２】

町
長
室
か
ら

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
到
来
。　

月
１０

５
日
開
催
の
町
民
体
育
祭
は
近

年
に
な
い
多
く
の
参
加
者
で
に

ぎ
わ
い
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
結
果
は
、
豊
間
根
チ
ー

ム
が
圧
倒
的
な
強
さ
を
み
せ
て

４
年
連
続
で
優
勝
し
ま
し
た
。

今
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
も
あ
り
、

地
区
ご
と
の
団
結
を
競
う
伝
統

の
大
会
が
県
下
に
報
道
さ
れ
ま

し
た
▼
　
日
に
は
「
県
中
学
校

１０

駅
伝
大
会
」
で
山
田
中
学
校
女

子
チ
ー
ム
が
、
春
の
「
盛
岡
市

内
一
周
継
走
」
に
続
き
連
勝
し
、

昨
年
優
勝
し
た
男
子
チ
ー
ム
も

　
位
と
健
闘
し
て
今
や
駅
伝
の

１１実
力
校
と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
県
代
表
と
し
て

出
場
し
た
佐
藤
弘
二
君
、
中
村

明
穂
さ
ん
、 

田
徹
君
が
金
、

銀
、
銅
獲
得
の
大
健
闘
。
厚
生

労
働
大
臣
杯
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

全
国
大
会
で
は
、
豊
間
根
の

佐
々
木
富
美
子
さ
ん
が
優
勝
と
、

う
れ
し
い
報
告
が
続
き
ま
し
た

▼
以
上
、
世
界
同
時
株
安
、
金

融
危
機
な
ど
景
気
の
動
向
に
暗

い
影
を
さ
す
報
道
が
多
い
昨
今
、

明
る
い
話
題
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
　
山
田
町
長
　
沼
崎
　
喜
一

中央公民館脇にある清の歌碑



【１３】

【時間】　午前９時半～午後２時
　　　　(受け付けは午前９時～)
【場所】　織笠川特設会場

◆内容　諮サケのつかみ捕り（１日４回実施。４回目は

午後０時半～）諮サクラマスフィッシング諮水産物直

売（生サケ、新巻鮭、イクラ、殻付きカキなど）諮食

堂（鮭汁、ハラッコ丼、ハラッコうどんほか）

◆参加料　諮サケのつかみ捕り…中学生以上１,２００円、小

学生１,０００円（いずれも１人１匹）諮サクラマスフィッ

シング…５００円（時間制限なしで１人５匹まで。超過分

は１匹につき１００円追加。釣りざおの持ちこみは自由

です。ただし、ガラ掛け釣りは禁止します）

◆問い合わせ　役場産業振興課商工観光担当（察８２－

３１１１内線２３３）へどうぞ。

12月7日 （ 日 ）

　
２
０
０
９
年
版
の
県
民
手
帳
と
能

率
手
帳
を
販
売
し
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
、
役
場
総
務
課
ま
た
は
役
場
各

支
所
で
お
求
め
下
さ
い
。
両
手
帳
に

は
、
岩
手
県
の
概
要
や
東
京
都
内
の

地
下
鉄
路
線
図
、
郵
便
料
金
表
な
ど

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
別
冊
ア

ド
レ
ス
帳
も
付
い
て
い
ま
す
。
仕
事

に
生
活
に
役
立
つ
一
冊
を
お
手
元
に

い
か
が
で
す
か
。

▽
定
価

・
県
民
手
帳
（
色
・
ア
ッ
プ
ル
グ
リ
ー

ン
　
　
・
０
㌢
×
８
・
５
㌢
）
…

１４

６
０
０
円

・
能
率
手
帳
（
黒
色
　
・
４
㌢
×
９
・

１４

５
㌢
）
…
７
０
０
円

※
定
価
は
消
費
税
込
み
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課
情
報

管
理
担
当
（
察
　－

３
１
１
１
内

８２

線
４
１
６
）
へ
ど
う
ぞ
。

県民・能率手帳を販売

お手元に便利な一冊を

Vol.
148

理
容
師
目
指
し
修
行
の
毎
日
で
す

湯　澤　 雅 　
まさ

 隆 さん
たか

(大沢・２１歳）

★
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い

ま
す
か

　
中
央
町
の
ヘ
ア
ー
サ
ロ

ン
に
勤
め
て
３
年
目
に
な

り
ま
す
。
顔
そ
り
や
シ
ャ

ン
プ
ー
な
ど
を
担
当
し
て

い
ま
す
が
、
お
客
さ
ま
に

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
も
ら
え

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

★
趣
味
は
何
で
す
か

　
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
イ

ン
ド
ア
派
。
今
は
先
輩
に
勧
め
ら
れ

た
韓
国
ド
ラ
マ
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

★
理
想
の
女
性
像
は

　
春
の
ワ
ル
ツ
の
ウ
ニ
ョ
ン
さ
ん
み

た
い
な
、
よ
く
気
が
利
く
明
る
い
人
。

★
自
分
の
性
格
は

　
優
柔
不
断
か
な
。
で
も
仕
事
に
対

し
て
は
一
直
線
で
す
。

★
今
後
の
目
標
は

　
来
年
国
家
試
験
が
あ
る
の
で
、
先

輩
方
の
ご
指
導
の
下
修
行
と
勉
強
の

毎
日
で
す
。
合
格
し
た
ら
、
お
客
さ

ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
一
流
の
理

容
師
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

第１回

第２回

１１月３０日 （ 日 ）



【１４】

　療育巡回相談が行われます。

県療育センター職員や宮古児童

相談所職員がお子さんの言葉や

心身の発達に関する相談、発達

検査などの相談に応じます。

試日時　１２月２日（火)

　　　　午前１０時～午後３時

試場所　保健センター

試申込期限　１１月１８日

試問い合わせ　役場保健福祉課

健康づくり担当（内線１６６）へ。

◎全血献血

試期日　１１月６日（木）

試受付時間と場所　午前９時半

～１０時半…道の駅やまだ　

正午～午後１時半…ＪＲ陸中

山田駅　午後２時２０分～３時

…ジョイス山田店　午後３時

５０分～４時半…山田湾漁協

◎成分献血

試日時　１１月１９日（水）

　　　　午前１１時～午後４時

※正午～午後１時は休みます。

試場所　保健センター

試採血時間　４０分～１時間程度

※成分献血にご協力いただける

方は、１１月１４日までに役場保

健福祉課までご連絡ください。

◆問い合わせ　役場保健福祉課

健康管理担当（内線１６０）へ。

お子さんの発達
相談を受け付け

「愛の献血」に
ご協力ください

　柳沢北浜地区土地区画整理事業の工事のため、下記の

区間で交通規制が行われます。

　住民の皆さまにはご不便をお掛けしますが、 迂  回 路を
う かい

ご利用くださいますようお願いいたします。

試期間　１１月５日～来年３月下旬

試規制内容　終日全面通行止め

試問い合わせ　役場地域整備課区画整理担当（察８２－

３１１１内線２５３）へどうぞ。

柳沢地区で工事に伴う
交通規制が行われます

川石
水産

國洋
山田工場

民宿
まちの

関口川 宝来橋

45

通行止め区間

迂回路

◆交通規制の場所

45

山
田
湾

飯岡

長崎

八幡町

中央町

川向町

境田町

陸
中
山
田

山田線

　山田地区の下水管設計に伴う測量調査を下図の地域で

行います。町から委託を受けた業者が皆さんのお宅の敷

地内で排水などの調査を行いますので、ご協力をお願い

いたします。

試期間　１１月上旬～来年３月下旬

試問い合わせ　役場地域整備課下水道整備担当（察８２－

３１１１内線２１２）へどうぞ。

◆調査区域

下水道工事に伴う調査
業務にご協力ください

　町では糖尿病についての講演

会を開催します。参加を希望す

る方はお申し込みください。

試日時　１１月２７日（木）

　　　　午後１時半～３時半

試場所　保健センター

試講師　箱石恵子さん（日本糖

尿病療養指導士）

試申込期限　１１月２１日

試申込先・問い合わせ　役場保

健福祉課健康づくり担当（内

線１６１）へどうぞ。

糖尿病の講演会
参加しませんか

行政相談あります
試日時　１１月２０日（木）

　　　　午前１０時～正午

試場所　町中央コミセン

※行政について納得できない

　ことなどご相談ください。

　　　　　　　税を考える週間
　１１月１１日から１７日までは、「税を考える週間」です。こ

の機会に税の仕組みや使い道について考えてみませんか。

宮古税務署では、この週間にちなみ税理士による無料相

談を開催します。どうぞお気軽にご利用ください。

試期日　１１月１２日（水）

試場所　各税理士事務所

年末調整説明会を開催

　宮古税務署では、年末調整説明会を開催します。平成

２０年分の年末調整の仕方や法定調書・給与支払報告書の

提出方法などについて説明しますので、税務署から送付

された年末調整関係書類をご持参の上お越しください。

試日時　１１月２０日（木）午後２時～４時

試場所　宮古市民文化会館大ホール

１１月１１日～１７日

宮古税務署からのご案内
◆問い合わせ　宮古税務署（察62－１９２１）へ。

【１５】

１１月の町長面談日
試日時　１１月１７日（月）

　　　　午前１０時～正午

試場所　役場４階特別応接室

※面談希望の人は役場総務課

内線４１３へご連絡ください。

町で臨時職員を
一般公募します

　町では、臨時職員を募集しま

す。選考方法は書類審査（履歴

書）と面接です。

試職種　一般事務補助

試募集人数　２人

試勤務場所　住民生活課、税務

会計課

試応募資格　町内に住所があり、

パソコンの操作ができる人

試賃金　日額５,４００円

試任用期間　１２月１日～来年３

月３１日

試申込方法　役場住民生活課ま

たは役場支所に備え付けの履

歴書に必要事項を記入し、役

場総務課に提出してください。

試申込期限　１１月１３日

試問い合わせ　役場住民生活課

住民記録担当（内線１２３）、税

務会計課町民税担当（内線

１１１）へどうぞ。

乳児と保護者対象
離乳食教室を開催

　町では、離乳食教室「もぐも

ぐコアラ教室」を開催します。

試日時　１１月２１日（金）

　　　　午前９時半～正午

試場所　町中央コミュニティセ

ンター

試対象　生後４カ月～１１カ月の

お子さんがいる保護者の方

試内容　離乳食についての講話、

試食、個別相談など

試持参する物　筆記用具、おん

ぶひも、エプロン、お子さん

が普段使っているスプーン

試申込先・問い合わせ　１１月１９

日までに役場保健福祉課健康

づくり担当（内線１６１）へ。

◎イイ歯デーテレホン相談

　岩手県保険医協会では、歯や

口の中の健康に関する無料電話

相談「イイ歯デーテレホン相談」

を開設します。

試電話番号　０１９－６５１－７３４１

試日時　１１月８日（土）

　　　　午前１０時～午後８時

※相談に対する回答は午後７時

以降に協会歯科医師から相談

者に電話します。

試問い合わせ　岩手県保険医協

会歯科部会（察０１９－６５１－７３４１）

へどうぞ。

◎ひきこもり専門相談

　試外出することが少ない試社

会参加活動がない試自宅にこも

りがちな生活を送っている――

人やそのご家族を対象とした専

門相談が行われます。

試日時　１１月１７日（月）

　　　　午後１時半～３時半

試場所　宮古地区合同庁舎（宮

古市五月町）

試申込先・問い合わせ　１１月１２

日までに宮古保健所保健衛生

課（察６４－２２１８）へどうぞ。

◎高齢者・障がい者なんでも１１０番

　高齢者や障がいがある方、そ

のご家族を対象に無料相談が行

われます。相談は電話または面

接で、秘密は固く守られます。

試日時　１１月１９日（水）

　　　　午後１時～５時

試面接場所　岩手県福祉総合相

談センター（盛岡市本町通）

試電話番号　０１９－６２５－０１１０

試問い合わせ　除岩手県長寿社

会振興財団（察０１９－６２６－０１９６）

へどうぞ。

◎労働時間相談ダイヤル

　岩手労働局では、長時間労働

やサービス残業でお困りの方や

そのご家族を対象とした無料相

談ダイヤルを開設します。

試電話番号　０１２０－８９７－７１３

試日時　１１月２２日（土）

　　　　午前９時～午後５時

試問い合わせ　岩手労働局（察

０１９－６０４－３００６）へどうぞ。

各種相談行います
お気軽にご利用をまちで出会ったか

わいい笑顔

●１ ８㌻「わたしのゆめ」に登場

した、たばたゆかちゃんの将

来の夢は？

　佳お花屋さん

　加ケーキ屋さん

　可おもちゃ屋さん

●２ 今年の町民駅伝大会に出場し

た選手の人数は？

　佳５６人　加６５人　可５０６人

●３ １１月３０日と１２月７日に開催さ

れるのは織笠川○まつり？

　佳鮭　加鯨　可蛙

●４ 今号の「１歳になりました」

に登場している赤ちゃん９人

のうち、女の子は何人？

　佳４人　加５人　可６人

【応募方法】　はがきに陰クイズ

の答え隠住所韻氏名吋年齢を明

記の上、ご応募ください。全問

正解者の中から抽選で１０人に

５００円の図書カードをプレゼン

ト。応募は一人１通です。

【応募先】　〒０２８－１３９２（住所

記載不要）山田町役場広報クイ

ズ係

【締め切り】　１１月１８日（当日消

印有効）

☆前回の正解は①－Ａ、②－Ｂ、

③－Ｃ、④－Ｂでした。応募者

数は３８人で３７人が正解。抽選の

結果次の１０人が当せんしました。

山田＝佐々木耀（１３）、熊谷崇臣

（１３）　飯岡＝佐々木麗緒（９） 

船越＝坂本陽和（１２）　田の浜＝

山本京子（６３）　織笠＝小林江理

子（？）　大沢＝前山悠樹（１１） 

豊間根＝福士剛喜（？）、清川惠

子（６０）、芳賀富子（２９）<敬称略>

差し押さえ動産の
公売を実施します

　宮古地方振興局では、差し押

さえ動産の公売を行います。

試期日　１１月７日（金）

試集合時間　午前１０時５０分

試場所　宮古地区合同庁舎１階

第２会議室（宮古市五月町）

試公売物件　スクーター、自転

車、バイク用品など４９点

試代金納付方法　当日現金支払

――公売物件の下見会――

　下見会に参加を希望する方は

事前にお申し込みください。

試日時　１１月６日（木）

　　　　午後１時～５時

◆申込先・問い合わせ　宮古地

方振興局税務部（察６４－２２１２）

へどうぞ。

　白石中山間地域等直接支払協

定組合（越田正一郎組合長）で

は、そば打ち体験を行います。

試日時　１１月２２日（土）

　　　　午前９時～

試場所　田子の木生活改善セン

ター

試参加料　３００円

試申込期限　１１月１９日

試申込先・問い合わせ　白石中

山間地域等直接支払協定組合

（越田察８２－９２９７）へどうぞ。

そば打ち体験に
挑戦しませんか

　１１月９日は「１１９番の日」で

す。１１９番通報をするときは、次

の５つのポイントを踏まえ、落

ち着いて正確に伝えましょう。

①火災・救急などの種別②発生

場所の住所や目標物③火災・事

故などの状況、けが人や患者の

状態など④けが人・通報者の氏

名・電話番号⑤携帯電話から通

報した場合は消防署から照会す

ることもあるため、電源を切ら

ずその場から離れないでください。

試問い合わせ　山田消防署（察

８２－３１３９）へどうぞ。

「１１９番通報」は
落ち着いて正確に
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　「火のしまつ　君がしなくて　誰がする」を統一標語に、１１月９日

から１５日まで秋季全国火災予防運動が展開されます。

◎火災予防パレードを開催

試期日　１１月９日（日）

試内容と時間　消防車両パレード（町内全域）…午前８時５０分　町消

防団や幼年消防クラブ、婦人防火クラブ連合会などによるパレー

ド（国道４５号役場前交差点から駅前交差点まで）…午前１０時４５分

秋季全国火災予防運動を展開

９月届け出分（敬称略）

〔出生〕（　）は保護者名と性別

試山田　中村 心  咲 （尚司・女）
み さき

試田の浜　山﨑 梨  緒  奈 （英紀・女）
り お な

試大沢　千葉 栞  琳 （新・女）
しお り

試豊間根　佐々木 海 （勝彦・女）、袰岩 凛  心 
うみ り み

（則夫・女）、尾形 蘭 （悟・女）、芳賀 陸  斗 （逮
らん りく と

真・男）

〔結婚した二人〕（　）は住所

佐々木勝一（豊間根）・上遠野愛美（豊間根）

加藤譲（船越）・藤原美和子（船越）

〔死亡〕（　）は年齢

試山田　 々木キノ（９２）、白土榮亮（７８）、

小成幸子（７６）、 々木てつゑ（８７）、織笠信

一（９２）、沼﨑力（４９）、沼﨑キミ（８２）、関

アツ子（８３）

試船越　佐藤マツ（８４）、 々木ナヨ（８９）

試田の浜　阿部アサ（８１）

試織笠　 俊作（８１）

試大沢　阿部勝美（８４）

試豊間根　髙野恒雄（７９）
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す
。
サ
ン
マ
と
か
。

●文 ●和 

町民のうごき
（９月 1 日～３０日）

試出生……  7人　　試転入……３５人

試死亡……16人　　試転出……３５人

試人口…１９,８４８人（今月減 ９人）

　男…９,５２１人　女…１０,３２７人

試世帯数………………７,２１４世帯

小　野　 茅 　 咲 
ち さき

（飯岡・浩人・女）

小　林　　　 然 
ぜん

（大浦・妹子・男）

堀　合　 柊 　 摩 
とう ま

（飯岡・昌拡・男）

内　舘　 美  莉  亜 
み り あ

（山田・徹・女）

井ノ山　　　 凪 
なぎ

（大沢・行・女）

昆　　　 穂  乃  花 
ほ の か

（織笠・尚人・女）

佐　藤　 侑 　 亮 
ゆう すけ

（八幡町・智典・男）

※敬称略、（　）内は地区名・保護者・

　性別です。

おめでた・おくやみ

中　村　 夕 　 凪 
ゆ なぎ

（長崎・和重・女）

佐　藤　 崇 　 斗 
しゅう と

（飯岡・康宏・男）

１１月 ９ 日 ～ １５
日
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